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　以下の 4群計 83名より得た血清を使用した。Ⅰ群：ヘテロトレムス肺吸虫症と診断された 18名。Ⅱ群：
他の寄生虫感染（肝吸虫症・糞線虫症・肝蛭症・嚢尾虫症・毛頭虫症・顎口虫症・広東住血線虫症，旋毛虫
症）の感染者 45名。Ⅲ群：結核患者 10名。Ⅳ群：血液，便の検査で腸管の感染が認められない健常者 10名。
2）抗原の調整及びウエスタンブロット解析
　成熟したヘテロトレムス肺吸虫は，実験動物のネコに感染，増殖させ，ネコの肺より採取した。成熟した







　肺吸虫症のⅠ群 18名　については，ヘテロトレムス肺吸虫卵抗原（31.5KDa）と反応する IgGlが 15名



















の ES抗原とヒト IgG4を用いたイムノブロットを行った場合，正確度 97.6％，感度 100％，特異度 96.9％，
陽性予測度 90％，陰性予測度 100％となり，これが肺吸虫症の診断に最も適していることが示された。本研
究は，抗原と IgG4サブクラス抗体の特異性について未解明な点は残るが，発展途上国におけるヘテロトレ
ムス肺吸虫症の診断に応用可能な新たな検査方法を示した点は評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
